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Ⅰ 問題 

視覚障害のある子どもは情報の不足から周囲の

状況を把握できず、強い不安感をもつ等の傾向が

ある。そのため、自発的な表出が乏しく、周囲の

人とともに取り組む活動（共有する活動）が持ち

にくいため、共同的・相互的コミュニケーション

が生じにくいという課題をもっている。 

子どもとの初期的コミュニケーションを成立

させるために、まず子どもの自発的な表出を引き

出すことが重要である。土谷･菅井（2000）は、子

どものイニシアチブをもとに子どもとかかわり手

が共有し合う活動テーマを作り出し、その活動を

共有するなかで情動的にも共有し、子どもにとっ

て喜びに満ちた活動にしていくことで、子どもの

行動はその経験を踏まえた表出となり、能動的、

自発的、創造的なものになると述べている。 

Ⅱ 事例対象児 

視覚障害（全盲）と知的障害を併せ有する女児

M（かかわり開始時、CA５歳10ヵ月）。Mはわかり

にくい状況におかれているため、かかわり合いに

おいて受動的・依存的な傾向になり周囲の人と共

有する活動が乏しくなりがちである。しかし、音

楽活動を行なう際には、自発的な身体表出（情動

表出や楽器を振る等）がみられていた。 

Ⅲ 目的 

共同的活動としての音楽活動に取り組むことが

M の身体表出及びかかわり手との相互的コミュニ

ケーションを促進する上で、有効であることを検

討する。 

Ⅳ 方法 

1 音楽活動の場と期間：J大学の障害児教育実践

センターにおいて約 90 分のかかわり合いの中で

約20分～30分の活動を行った。期間は平成17年

10月～平成18年7月まで計25回である。 

2 共同的活動としての音楽活動の定義：指導教員

T のスーパーバイズを受けながら、かかわり手 W

（筆者）がキーボードの伴奏を弾き、かかわり手

S （その場に同席する院生数名とMの家族）が歌

を歌って、M と共に楽器を演奏する活動。なお、

曲はMがこれまでの教育相談の際に興味を示した、

擬態語が入った曲等を取り上げ。 

3 音楽活動におけるMの身体表出の定義：1）音

楽活動を行っている間のMの情動表出、2）Mのか

かわり手へ向けての身体表出、3）楽器の扱いにお

ける身体表出 

4 音楽活動の設定条件：共同的活動状況を設けた。

共同的活動状況とは、Mがかかわり手S のうちの

一人と二人で重奏する、1つの楽器をMとWが二

人で演奏する等である。 

5 資料収集の方法：資料収集の対象は、Mとかか

わり手S が2人で重奏する活動である。Mとかか

わり手S が重奏する活動とは、原則としてかかわ

り手S がMの近くに座り、Mとかかわり手S がそ

れぞれ持っている楽器をWのキーボード伴奏に合

わせて一緒に演奏する場面のことである。その場

面をデジタルビデオカメラで記録した。 

6 分析の視点 

1）音楽活動におけるMの情動表出の変化：分析は

Mがかかわり手S と2人で重奏する活動の中で、

演奏開始から演奏終了まで行う。M の情動表出を

「笑顔になり、身体を動かす（全身を揺する、手

を振る等）」、「笑顔」、「笑顔なし」の3条件により

整理した。 

2）共同的活動としての音楽活動におけるMからか

かわり手へ向けての表出の変化 

（1）Mのかかわり手へ向けての手の動きの変化：

Mの「一緒に演奏するかかわり手S へ向けての手

の動き」、「一緒に演奏するかかわり手 S への移

動」の回数の変化について分析する。 

（2）M からかかわり手へ向けての情動表出の変

化：かかわり手S が初めて「Mちゃん、一緒にや

ろう」等とMに声を掛ける場面のMの反応を分析
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図1 演奏中のMの情動表出の変化 
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    図2 「小鳥の歌」におけるM の情動表出の割合の変化 
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した。a：笑顔になり、手を振る、b:笑顔になる、

c:笑顔にはならないが、相手に対して何らかの反

応を示す、d: 反応なしの4条件によって整理した。 

3）共同的活動としての音楽活動におけるMとかか

わり手との相互作用の様相：セッションの開始日

と終了日の他、6．の2）の（1）の分析に基づき、

手を動かした回数が多かったセッションと少なか

ったセッションを抽出し、演奏前と演奏後に M、

一緒に演奏するかかわり手S 、Wの３人がかかわ

り合う場面を分析する。その場面について、M と

かかわり手の相互作用成立状態と相互作用成立水

準をコミュニケーション単位（CU）（三宅ら，1974）

とインタラクション単位（IU）（三宅ら，1974）に

より把握し、相互作用成立状態（伊藤・西村，1999）、

相互作用の継続時間を分析する。相互作用成立状

態は相互作用の成立状態をA水準（相互作用成立

状態）、B水準(相互作用成立寸前状態)、C水準（相

互作用不成立状態）に分け、さらに行動の開始者

が M から（Ⅰ型）、かかわり手から（Ⅱ型）の 3

水準6型に整理した。 

Ⅴ 結果 

１ 共同的活動の状況設定 

共同的活動状況の状況設定はMの身体表出が活

発になるよう変化させていった。セッション7か

ら導入した「まねっこのうた」ではMの情動表出

がみられなくなった。そこでセッション10ではM

の情動表出を促進するためセッション6までのか

かわり合いのなかでMの喜びの情動表出がみられ

た「小鳥の歌」を再開した。セッション15では活

動の共有を全盲のMにとってわかりやすくするた

め、MとWとかかわり手S のおそろいのブレスレ

ットを用意し、かかわり手S にそのブレスレット

を渡す活動を始めた。このようにMの身体表出を

促進するような状況設定に変えたセッションを区

切りとして、全体を第Ⅰ期（セッション 1～9）、

第Ⅱ期（セッション 10～14）、第Ⅲ期（セッショ

ン15～25）に分けた。 

2 共同的活動としての音楽活動における M の情

動表出の変化 

資料収集の対象である重奏する活動の演奏中の

Mの情動表出について図1より、セッション6ま

では「笑顔」が多いが、セッション7～9にかけて

「笑顔なし」が増加した。しかし、セッション10  

からは「笑顔と身体の動き」が増加していった。 

また「小鳥の歌」における各期の情動表出を比

較すると（図2）、第Ⅰ期では「笑顔」が100％と

なっているが、第Ⅱ期では「笑顔と身体の動き」

が65％、第Ⅲ期では91％と顕著に増加している。 

3 共同的活動としての音楽活動における M から

かかわり手へ向けての表出の変化 

1）Mのかかわり手へ向けての手の動きの変化 

M がかかわり手 S に手を動かした回数の平均

第Ⅰ期 第Ⅱ期 第Ⅲ期 
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図5 A-Ⅱの継続時間の推移 

（図3）は第Ⅰ期は1回以下であったが、「小鳥の

歌」を再開した第Ⅱ期では1.3～3.0回と徐々に増

加、さらにブレスレットを渡すという手続きを始

めた第Ⅲ期は2.7～4.7回と顕著に増加した。また

かかわり手S に向かって移動する動きが、セッシ

ョン12から見られるようになった。 

2）Mからかかわり手へ向けての情動表出の変化 

一緒に演奏するかかわり手 S からの最初のか

かわりに対する M の反応はセッション 10 までは

「笑顔にはならないが、相手に対して何らかの反

応を示す」が多かった。しかし、セッション 11

から「笑顔になり、手も振る」が見られるように

なった。 

4 共同的活動としての音楽活動における M とか

かわり手との相互作用の様相 

分析の対象として、セッション 1、8、16、23、

25の5回を抽出した。図4よりA水準は増加して

いったが、相互作用の開始者がかかわり手である

ことが多く、M からの相互作用はほぼみられなか

った。B 水準はほとんどみられなかった。また、

図5よりA－Ⅱの継続時間の平均は徐々に増加し、

セッション25が7.7秒で最大となった。 

Ⅵ 考察 

図1よりこれまでのかかわり合いのなかでMの

喜びの情動表出のみられた「小鳥の歌」を再開し

たセッション 10 から演奏中の情動表出が増加し

始めた。よって、演奏する曲がMにとって楽しい

ものであることで、M の自発的な身体表出を引き

出すことができることが確認できた。しかし、図

2より同じ「小鳥の歌」でも第Ⅰ期より、第Ⅱ期、

第Ⅲ期の方が喜びの情動表出が活発になったこと

から、「小鳥の歌」が活動の当初よりも喜び満ちた

活動へと変化したと考えられる。その要因として

は、図1、図3よりMの情動表出が促進され始め

た時期とMからかかわり手へ向けての表出が促進

され始めた時期がほぼ重なっていることを考える

と、演奏する曲自体楽しさと、音楽を共同的活動

として行なうなかでMにとってかかわり手ととも

に活動することによる楽しさの双方を促進してい

くことが重要だと考えられる。 

また図4、図5よりB水準が全体を通して低い

割合を示したことから、かかわり手はMの表出が

あった場合、反応を返したり、M とその行動を確

認（以下、表出確認と記す）することができてい

たと考えられる。またA水準は回を重ねていくに

つれて増加傾向を示している。よってMとかかわ

り手との相互的なコミュニケーション促進される

ためには、1）活動を繰り返し継続的に行うこと、

2）Mとかかわり手との間で活動が共有されている

こと、3）Mの身体表出を読み取り、表出確認を丁

寧に行なうことが重要であると考える。 

これらのことから、M の身体表出及びM とかか

わり手との相互的コミュニケーションを促進する

ためには、共同的活動としての音楽活動を行なう

ことが有効であると考えられる。 
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